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Ⅰ．金沢大学における日韓共同理工系学部留学生受入れ事業開始決   
定の経緯   
1．日韓共同理工系学部留学生受入れ事業に関する文部省からの打診とそれに対する   












10月12日付けの文書でのことである。   
その時の回答内容の要旨は概ね以下の通りである。  
① 受入れ学部は工学部5学科（当時）注2とし，当初は各学科1名ずつの受入れとする。  
② 本事業の受入れに当たっては，全学協力体制の下，留学生センターと工学部が中   
心となって計画・立案する。  
③ 日本語教育については，留学生センターが責任を持ってこれに当たり，同センター   
の既存の日本語コースを積極的に活用するほか，本事業のための新設コースも開設   
し，両コースの折衷案とする。  
④ 専門教科教育については工学部と協議し，実施の可能性を検討する。  
⑤ 宿舎は予備教育期間中の半年間，本学の国際交流会館を保証する。  
⑥ 学部への受入れ時には改めて書類選考を行う。  
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2。留学生センターにおけるコーディネーションの決定   
全学体制でのワーキング・グループの結成については次章に譲るとして，ここで  
は留学生センター内での本事業担当の決定が本稿筆者になった経緯について簡単に  








ⅠⅠ．コー認Dデザイン及びプログラム立竃上げまでの準備   
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じくソウル市内の私学・西江大学校の理科大学と工科大学拝4を見学した。 なお，西江  
大学校を見学先に選ぶに当たっては，本学工学部の韓国人教官・軍治文講師（当時，  





図2 予備教育生100名との集合写真（前列   
右から5番目が筆者）  
図1 第1班（初級1）授業風景  
図3 右より，慶照大学校国際教育院の金部  図4 左より，柳基豊・西江大学校企画部長  
（兼・工学部教授），李・同理科大学  
長，チト本学工学部講師   
長，酒匂講師，鄭義鈷・専門職昌  
図5 西江大学校理科大学内の2年生によ  
る実験風景  
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3．コース・デザイン   
次にコース・デザインの諸に移る。コース・デザインを行う際の方針としては，次  
章弟3項で詳細について触れるが，次の3点を基本に据えて立案した。  
① 新たな予算を極力かけない  
② 既存授業を最大限に活用する  
③ 最終到達目標を「金沢大学工学部入学に必要な知識レベル」 とする   
①については，本事業が年度途中の平成10年秋に立案開始されたことと深く関係し  
ている。つまり，本事業を開始するに当たって，少なくとも初年度は新たな予算措置  







② 新たなコースを設けずに既存のコースや授業をできるだけ活用する   
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ばらつきに対応して既存の総合日本語コー ス（前述）を活用するという， 2つの方法  

















ではないだろうと予想された。   
そこで，本学で考えたのが，サポート体制における以下の2点の充実であった。  
① 謝金チューター（しかも学部生）の確保  
② カウンセリング（ホームルーム）の定期的実施   
この2点については多くの説明を必要としないであろうが，趣旨は，日韓プログラ  
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義に送れるようなサポート体制を構築することにその日的があった。   
また，上記の2点に少々コメントを加えておこう。サポート①は次項に述べる学  
内規定関係の変更及び改定を伴ったという点，そしてサポート②については，韓国  
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人の大学院生に対する謝金を確保し，カウンセリングの際に同席してもらい，日韓プログ  
ラム生に直接韓国語で口頭または書面の形でのカウンセリングを可能にした点である。  






日韓プログラム規定の制定には，本学の事務局・学生部留学生課並びに総務部総   
務課法規係に素案を作成してもらい，それを筆者が交じって検討するという体制で   
作成に当たった。  
規定の作成に当たっては，他学での日韓プログラム規定の素案等も参考にしたが，   
その流れとしては概ね次の2つの方向が考えられた。  
① 日韓プログラム専用の規定を制定する  
② 日韓プログラムも予備教育であり，かつ文部省からの文書でも「研修コース」   




表1 金沢大学留学生センター外国人留学生日本語研修コース規定の改定前と改定後の変更点  
改 定 前   改  定  後   
研修コースを受講できる  研修コースを受講することができる者は，次に掲げる  
者は，国費外国人留学生制  者とする。  
度実施要項（昭和29年3月  （1）国費外国人留学生制度実施要項（昭和29年3月31  
31日文部大臣裁定）に定め  日文部大臣裁定）に定める研究留学生（以下「研究  
第2条  る研究留学生とする。   









（1）研究留学生に対する研修コース 30Å  
（2）日韓理工系留学生に対する研修コース  
第4条  
定  員  
学長が竃  
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こうして改定された「金沢大学留学生センター外国人留学生口本譜研修コース規   
程」は，弟2条「受講資椙」と第4条「定員」が「大学院予備教育（いわゆる日本語   
研修コース）」と「日韓プログラム」の2つに分かれたほかは従来の規定がすべて活   
用される結果となった．〕上の表1は，分岐された改定部分のみを示したものである。  
（2）謝金チューター実施要項運用の改定  
謝金チューター実施要項の変更については，平成12年8月4日に開かれた留学生   
センター委員会生活小委員会の場で、本件に関して検討・討議が行われた。その結   






ⅢL 日韓プログラム計酎こ当たっての金沢大学内外の諸条件   
L 施設面での条件   
施設面での条件としては，本学の場合大きく分けて次の2点があった。  
① 留学生センターに専用設備がない  
（∋ 工学部がある小立野キャンパスとメイン・キャンパスの角間キャンパスの間   
が直線距離にして約2．7hn離れている   
現在，留学生センターの授業は総合教育棟という， 教養的科目の授業に使われる教  
室の空き時間帯を利用させてもらっているが，本事業のためにも新たに午後の時間帯  
の空き教室を探して押さえる必要があった。   
予定した授業分の教室確保は何とかできたが，このように専用施設がない場合，突  
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ら角間へ向かうという方法を取らざるを得ない。こうなると，日韓プログラム生は時  












ある射 。これらのうち，第6回目の「コマツ粟津工場」と第7回目の「Eizoナナオ」  
は現在の口本，しかも日韓プログラム生の専攻を意識して，地元の先端企業の中から  
これら2社を選定した。また，この2社は上記の原則に反して公共交通の利用が困難  
なため，大学の公用車を借りて行くことにした。   
そして，その他6回の日本事情訪問は，金沢の伝統・文化を体験的に知ることを念  










本譜教育の経験を持っていたことも大きな助けとなった。   
次に専門教科教育についてであるが，上記の金沢工業大学機械系ビークルシステム  
教授・深沢塔一氏が専門日本語教育に深い興味を示してくれ「物理」を担当するのみ  
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町であると言える。   
その上，金沢及び近郊には日本，否，世界でも名前が十分に知られた最先端企業が  
いくつもあったことも，日韓プログラムの日本事情教百にとっては有り難い助けと  




Ⅳ．プログラム開始後の現状   






専門日本語（読解）   付録3  専門教科（数学）付録7   
専門日本語（レポート）付録4  専門教科（物理）付録8   
専門日本語（聴解）   付録5  専門教科（化学）付録9   
専門日本語（発表）   付録6  
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開始は11月9日からとなった。   
授業担当者には1ケ月に一度「月報」という形で報告書を提出してもらい，シラバ  
スと対比しての進度状況，学生の理解度，学生を観察しての問題点等を報告してもらっ  




授業では，実際に教室内で読む前に必ず予習してくることを宿題のプリントなど   
を出して義務付け，そのプリントの質問などを茎にしながら場合によってはより詳   
しい質問をして内容理解を深めている。文法や語彙として大切なものはそこで詳し   
く取り上げることもあるが，内容をどれだけ理解しているか確認する作業を授業の   
中心としている。漢字と語彙の小テストは読む作業が終わった後に1教材につき1   
回実施している。また，各学生が正規学生として専門の勉強を始めた時にある程度   
の速さで教科書を読み進めて行くことができるようにと速読の練習も毎時間取り入   
れている。  
（2）専門日本語（レポート）  
大学生のレポートの書き方，特に実験等を伴う理科系レポートの書き方の基本を   
簡単に学んだ後，日本事情の見学を行った施設について簡単なレポート書き練習を   
行っている。  
（3）専門日本語（聴解）  
大学に入学してからの授業を想定して，教師が少し速めにしゃべっても聞き取れ   
るよう，まずやや速いスピードで話し，その後ゆっくりと内容の解説をし，最後に   
またやや一束いスピードて緩末鼻I．でし－る（里桁の空車、 ☆璧の教師の字赤瀬う宕しで   
少し乱暴に書いても理解できるように努めている。  
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（4）専門日本語（発表）  
専門日本語（聴解）の授業で取ったメモを茎にして，その内杏を板書や図表など   
を使って簡単に発表させている。発表はビデオ撮影し，撮影した映像を使って，学   
生同士や教師によるコメントを行っている1。  
（5）専門教科（数学）   
韓国の高等学校の数学と日本の大学基礎課程の数学との間隙を埋めること，大学   
基礎課程の数学を少し先取りした内容を紹介している。韓国と日本ではさほど内容   
の差ほないが，数学記号（logと1n）の違いが少しあるようなので，その様な習慣   
上の差異についても話している。計算力の強化を図り，同時に高等学校までには行   
われなかった定理の紹介も取り入れている。  
（6）専門教科（物理）   
韓国の学生は漢字の意味は分かっても発音ができない場合が多いので，説明文や   
問題文をきちんと声を出して読ませ，物理用語と共によく現れる漢字の読み方・発   
音も学ばせている。授業は，演習問題を中心に，なるべく多くの問題を解かせるよ   
うにしている。  
（7）専門教科（化学）   
授業の形態は，順番にテキストの説明文を読んでもらい，間違った読み，発音を   
訂正した筏，簡単に解説を加える。また必要であれば，専門用語をパソコンから大   
きなフォントでプロジェクターに投影し，漢字（ルビ付き），英語で示すようにして   
いる。また，計算問題などについては，テキストの例に従って黒板に公式や計算例   
を記し説明をしている。計算を必要とする内容については，各章が完了した段階で，   
小テストを実行し，テキストを参照可として問題を解いてもらい，計算の過程を   
チェックしている。  
（8）日本事情教育   
前章第4項で述べたように，「地の利を活かす」を基本方針にして，毎週金曜日の   
年才塞 ‖春日日東あ際ど1 仝洞甫「村お出」「、十†ナ一丁l）－ア「斗トん汗十で 口東「古－イレお伏臨    Il一ノ、・■ ＼「T′ ■ ノJ／l▼ －lノ」’ ヽ ′， 」1上・l／ヽ一l→「」l一  事 LJ、－  ） ′ヽ－－‾‾ ノ ノ  t、■‾ ＝ ′ノ ーノ  ヽ・I l」／T’ノ〈、l］ （L l′「いブノヽ   
したり，日本の先端企業を訪問したりしている。図7～12は，現在までに行った日   
本事情体験学習の中から，その一部を紹介したものである。  
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金沢大学における日韓共同里担工英字都留芋牛受7＼れ事業の耶り組みについて（大出 一封  
図7 著に金箔を貼り付ける体験学習（金箔  図8 市内・ひがしやま薫屋街訪問  
工芸さくだ）  
図9 市内長町武家屋敷地区訪問（金沢市ボ  図10 市内。尾山神社訪問  
ランティア観光ガイド「まいどさん」と）  
図11石川県立歴史博物館にて，鎧の試着  図12 コマツ粟津工場見学  
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① 日本語学習（総合日本語コース・専門日本語）について   
② 専門教科（数学・物理・化学）について   
③ 日本人チューターとの開陳について   
④ 生活面（国際交流会館・買い物等）について   
⑤ 経済面について   
⑥ 健康面について   
⑦ その他（自由記述）   
なお，ホームル′－ムの際には前述の通り，本学大学院・社会環境科学研究科・博士  
課程在学の韓国人留学生に翻訳並びに通訳の手伝いをしてもらっている。   
なお，平成13年1月中旬までに2回のホームルームを行ったが，そこから浮き彫り  
になった問題点は次章で述べる。  
4．謝金チユ・ク‥   
日韓プログラムに謝金チューターを付けられるようにした経緯は第2章第4項です  
でに触れたので，ここでは謝金チューターの具体的な人選から現状までについて述べ  












ションを受けて，ようやく本格的な活動が開始されたのである。   
したがって，本稿執筆時点（平成13年1月中旬）では個別のチューター活動内容ま  
1て／→十－ヒ1 一＿「で三・丁ち一計一之 ■，】ントキづて立上九l、  
ヽ－ Y■－」J一’ノハ ノ しl＝トリし っ ■J J  」 〉d、し ご ′d、∨ ■0  
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Ⅴ。現時点における寮1朝田韓プロタラムめ問題頗   







ることを祈るのみである。旧1   
この遅れと連動して，奨学金と渡日一時金の支給も大幅に遅れ，初回の支給は平成  
12年11月30日であった。実はこれがプログラム開始1ケ月間（平成12年11月），口韓プ  







て，奨学金支給が行われた月末日までの1週間には筆者も1万円を貸与した。   
非常に細かい金額まで記したが，所持金に関する情報も与えず，また奨学金支給が  
ほぼ2ケ月間行われないというのは異常な事態であり，学業に必要な教科書類はおろ  
か，食料にまで事欠くというのでは，落ち着いて勉強に打ち込めるはずはない。   
とにかく，繰り返しになるが，このような事は最初で最後であってほしい。．  




（1）日本語教育面   
問題点を列挙すると以下の通りである。  
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① 漢字力がまだ不十分である。   
1名の学生の漢字力がまだまだ不十分であるが，全員に共通して，知っている   
漢字でも使おうとしない傾向がある。特に漢字力の低い学生には，今後何らかの   
課題を課すなどの方策を採る必要がある。  
② 文法的知識に比べて口頭表現能力が追いつかない。  
日韓プログラム生たち自身が現在非常に気にしている問題である。しかしなが   
ら，日韓の文法的特徴がいかに近いにせよ，わずか半年足らずの韓国での予備教   
育を受けた後で，しかも渡日楼1～2ケ月で日本語が自由自在に話せる方がおか   
しい。彼らには，もう少し根気強く，授業の中でも外でも積極的に自分の考えを   
表現するよう指導している。  
③ 第1期ということもあり，教材の内容面が日韓プログラム生のニーズやレベル   
にぴったりと合わない。  
日韓プログラム生の専攻分野が各自異なる上に，日本語力にも幾分かのレベル   
差があり，なかなかぴったりと彼らのニーズに応えられるような教材が確定でき   
ない。特に今期は第1期ということもあり，教材面でも教授法面でも試行錯誤部   
分が多い。  
④ 日本語のコンピュータ入力や日本語プログラム操作法の教育力リキュラムが不   
十分である。  
日韓プログラム生の専攻を考えたとき，計画当初から日本語でのコンピュータ   
操作に関する教育をカリキュラムに組み込まなかったことは大きな反省点の一つ   
である。  




ラム生が慣れていないという指摘がなされている。   
物理に関しては，教授内容の焦点が絞りにくく，教える内容の割に時間が少なすぎ  
るという報告がなされている。   
また化学に関しては，学牛たちは基本的な化学の理解力はある卓、のの R太語で  
の化学の教科書を読むときの読み方や書くときの表現の違いに戸惑いが見られると  
いう。  
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（3）留学生活面   
奨学金支給についての問題が解決した現在，日韓プログラム生の一番の心配事は，  




は，可能性はあるが，まだ流動的である。   
そのため，筆者は日韓プログラム生に対して，アパートを探すことを前提に指導を  
行っており批 ，平成13年1月F旬のホームルームの際には，彼らを内外学生センター  
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大阪大学留学生センター・日韓共同理工系学部留学生受入方法検討ワーキング（コ仰0）『大阪大学留学生教   
育・支援シンポジウム「日韓共同理工系学部留芋生れのための予備教育一期持さ丸る専門教科教育を中心   
に一＜資料＞』2〔〉00．5．29（於大阪人学）  
大田 チ（2000）川総合日本語コース叩の創設と今後の展望」．＝金沢大学留学生センター紀要』弟3号、141   
－150  




召司瑚卑見号瑚且阜宅（2000）『「望喜子ヰ瑚卑ヰ為朝可且阜ヰ瑠」2000唱3望2望～8望31望二（慶熱   
大学校国際教育院『日本工科大学派道子備教育課程』）  
瑚車史子正号阜（1992）F且寺号且正号ヰ尋rn（大韓民国教育部／高等学校教育課程』）  
瑚車可号号司l且キ重言牒（2000）丁日本工科大学派遣事業」千明（叶可丘ヰヰ召包 子フ1雪月「］  
注  
洋1両国は，将来のより良い日韓関係のため日韓間の留学生・青少年交流が重要であることを再確認し，韓国   
の理工系大学芋都留草鞋の派遣・受入れ事業を共同で実施し，今後10年を目途に，その時点で首本の理工   
系大学に在学する韓国人留学生が1、000人に達することを目標とする。  
∫王コ平成12年4月より工学部の学科改組があり，「電気情報工学科」が「電気電子システム⊥学科」と「情報   
システム工学科」に分科され，現在は6学科体制である。また，上記2学科以外を列挙すると，「土木建   
設工学科」，「機能機械工学科」，「物質化学工学科」，「人間・機械t学科」の4学科である。  
注‥うここで「準公式」と述べたのは，当時の「センター教官と留学生謀の打ち合わせ」は組織としての決定権   
を持つ，言わば教授会のような葉まりではなかったことによる。なお，平成12年4月からは，この集まり   
が決定権を持つ「留学生センター教官会議」となっている。  
辻」日本で言うところの「理学部」と「工学部」に相当する。  
辻5紙幅の関係上，本稿ではデータベースのサンプルを掲載するにとどめたが．将来的には本紀要をオンライ   
ン・ジャーナルイヒする構想が留学生センター内にあり，そうなった暁にはリンクを張ってデータベースに   
直接アクセスできるようにしたいと考えている。  
－モ6「国費留学生として」という表現は厳密には正しくない。なぜなら，本事業は原則として「日韓両国の経費折半」   
であり，日本側の国費留学生と韓国政府の派遣留学生が半数ずつの原則だからである。しかしながら，実際は   
この原則の徹底が両国間の交渉中に難航したようであり，受入れの各大学内では経理面を除いて「日韓共同   
理t嘉学部留学牛」という者で雄一して扱ってほしいという連綿が文部省よりあった。一文部草2nOn）  
は7見学場所の選定に当たっては，以下のインターネット情報を主に参考にした。   
http：／∧へ7W．eity．kanazawa，ishikawa．jp／kankou／dento／bunya／bunya．html   
（石川県金沢市ホームページ「伝統工芸・技めぐり」）   
http：／h7WW3．nsknet．or．jp／cei／company／kigyo／index．htrn  
－70一   
金沢大学における日韓共同理工系学部官学牛受入れ事業の取り組みについて（太田 亨）   
（石川県商工会議所連合会ホームぺ－ジ「企業紹介」）  
言上㌣第1期生3名の工学部配置予定学科は，「土木建設工学科」（高光必・男），「物質化学工学科」伸東美・   
女），「情報システム工学科」（李丞才・男）となっている。  
冊筆者の担当以外の授業については，それぞれの担当者に原稿を執筆してもらい，それを萎にして筆者が本   
稿の文体に合うよう一部字句を修正した。協力してくださった日韓プログラムの各担当者，勝見昌明氏   
（数学），津沢培一氏（物理，専門日本語・聴解），佐藤富士雄氏（化学），ヒルマン小林恭子氏（専門日   
本語・読解）の各氏に対し，この場を借りて謝意を表したい。  
辻10本学の教義的科目の授業名として採用されている名称からも，また言語学的に見ても，朝鮮半島の言語を   
「朝鮮語」と「韓国語」に分ける必要性がないということを筆者は承知している。しかしながら，本事業   
が韓国1国に特定されている点や，「韓国語」という名称が人口に胎乾してきている現状から見て，本稿   
ではこの部分以外は「朝鮮語」という名称は用いず，「韓国語」で統一した。  
げ－1遅れの理由については，平成12年12月11Rに富山大学留学生センター主催の「研究・教育フォーラム ロ   
韓共同理工系学部留学生プログラムの現状と課題」の席上，文部省学術国際局留学生課の本事業担当者の   
説明で明らかにされた。それによると，日韓両国の交渉レベルでの合意取り付けが難航したことによると   
のことである。  
手工1コ金沢大学角間キャンパスと小立野キャンパスのほぼ中間地点付近のアパート物件の相場を考慮して，日韓   
プログラム生には奨学金から毎月4万円を貯金するよう指導している〕この金額を貯金していけば，予備   
教育期間中の6ケ月間で24万円貯まることになり，アパート入居時の敷金・礼金や入居時の必需品購入資   
用に充てるのにちょうど良い金額が手元にあることになる。また，月4万円貯金の習慣を予備教育期間中   
からつけておけば，アパート入居後にもこの金額がちょうど家賃に相当することになり，生活のリズムも   
つくため，一石二鳥である。  
要 旨  
【キーワード】日韓理工系学部留学生受入れ事業，金沢大学留学生センター，金沢大学工学部，専門日本語，  
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金沢大学留ザ生センター紀要 弟4号  
鬼陳抽闇融 ThisarticledescribesadetailofpreparatoryandongolngprOCeSSfortheJapan一  
院oreaJoint Excha－1ge Program for Science and Engineenng Students（J一覧Program）in  
KanazawaUniverslty（KU）・Itconsistsofl）anobservatoryvisittothetmiversitiesin監orea  
andacoursedesigninKU・2）someconditionsj11SideandoutsideofKU、3）anongolng  
information oftheJ－K Program after the arrivalofthelht term－three students，4）actua］  
PrOblemsofthelhIterm，andpresentsconcretedetailsandvariouse甜）rtSOfKUfbrtheJ－K  
Prog】’alll．  
付録1 日韓共同理工系学部留学生コース 金沢大学 留学生センター・工学部  
2口00．11二）．20現在  
□は「総合教育棟2階A3教室」，E］は「総台数古株2階A2教室」，田は「総合教百様  
4階第2演習室」，太枠内が新規増分，〈 〉 は教養的科目  
日本事情見学予定 8回   
蚤．（2000．10．20）兼六園，金沢城址，中村記念美術館  
















ホームルーム・その他予定 7回  
1．（2000．10．13）  
2．（2000．10．27）  
つ  ／つnnn ll つノ】＼  
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金沢大学における日韓共同理工系学部留学生受入れ事業の取り組みについて（1（田 亨）  
付録2   
i、十やl  琉棒力学簸び  
授業科目（英文）∃ 円uid  山元‖数緑嵐訂麗  
‾「  ト・‾ サ・・・・・＿、毒  
石拝啓教授  





軌 あるいは人気の遊戯などであり，水理学や河川・海岸工学の基礎となる授業であるた  





ヽ■■ヽl▲コ■l▼－・r－ヽ♪ヽ■■■－′ ！  
履修条件  
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担当：小林 恭子（kkhill＠kenro量iu．kanazaⅥ7a－u．ae．jp）   
回数   月日   内  容   
10／16  自己紹介（アンケート，診断テスト）   
り  ∠J   10／23  読解1「住まいの工夫」1   
3   10／30   「住まいの工夫」2 小テスト   
4   11／13  読解2 「ガラスの利用」1   
5   11／20   「ガラスの利用」2 小テスト   
6   11／27  読解3 「人工知能」1   
7   12佃4   「人工知能」2 小テスト   
8   12／11  中間テスト   
9   12／18  読解4 「ひとしずくの水にあふれる個性」1   
10   01／15   「ひとしずくの水にあふれる個性」2 小テスト   
01／22  読解5 「ゾウの時間ネズミの時間」1   
12   01／29   「ゾウの時間ネズミの時間」2 小テスト   
13   02／05  読解6 「ロボット学とロボットセンサ」1   
14   02／19   「ロボット学とロボットセンサ」2 小テスト   
15   02／26  最終テスト   
・小テストは読解教材の語彙と漢字を範国とする。  
主な教材：   
乗京外国語大学留学生日本語教育センター『中級 日本語』，凡人社，1994年。   
「人工知能 生きた脳のエッセンス取り出す」，朝日新聞，1999年1月。   
土岐 哲 他『日本語中級J501一中級から上級ヘー』，スリーエーネットワーク，1999年。  
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担当：太田  亨（akirao＠kemrok臥kamaz踊a・肌aCJp）   
回数   月日   内  容   
11／14  教科書・第1部第卜2・3章「レポートの基本」   
ワ   11／21   「金箔上房（金銀箔工芸さくだ）」のレポート   
3   11／28  教科書第1部第4・5章「記号と引用」   
4   12／05   「長町武家屋敷跡，尾山神社，近江町市場」のレポート   
5   12／12  教科喜・第2部第9章「資料の利用」   
6   12／19  教科書・第2部弟10童「レポートの作成」   
7   01／16   「コマツ粟津工場」のレポート   
8   01／23   「コマツ粟津工場」のレポート添削作業   
9   01／30   「韓国紹介」について（3人による共同作業）   
10   02／06   「Eizoナナオ」のレポート   
02／13   「福光屋」のレポート   
12   02／20  期末試験（あらかじめ課題を与えておく）   
－ ⊂コの回は教科書を使用する。  
・それ以外の回は前回の日本事情見学（金曜日3～5時限目）の報告をレポートとしてま   
とめる。  
教科書：  
二通信子・佐藤不二子   
『留学生のための論理的な文章の書き方』，スリーエーネットワーク，2000年  
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担当：深沢 塔－ （toi仁hi＠neptune．kamazawかit．acjp）   
回数   月日   内  容   
11／15  イントロダクション，ゾウの時間ネズミの時間   
2   11／22  液晶のしくみ   
3   11／29  ビ／レ風   
4   12／6  バーチャノレ・リアリティー   
5   12／13  橋はどれだけ長くできるか   
6   12／20  磁気をとり込む石ころ   
7   1／17  電緑の烏は感電しないのか   
8   1／24  使い捨てカイロのしくみ   
9   1／31  阪神大震災の教訓   
10   2／7  振動と応答   
2／14  ロボット   




参考図書：   
札野寛子，深澤のぞみ，能波由佳，“科学技術基礎日本語 留学生・技術研修生のため   
の使える日本語 一読解編－”，金沢工業大学，2000年。  
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担当：太田  亨（akirao＠kenrok11．kanazaⅥra－u．aCjp）   
回数   月日   内  容   
11／09  自己紹介（特に出身校やこれからの専攻について発表）   
ワ   11／16   「ゾウの時間ネズミの時間」に関する発表   
「） J   11／30   「液晶のしくみ」に関する発表   
4   12／07   「ビル風」に関する発表   
5   12／14   「バーチャル・リアリティー」に関する発表   
6   01／11   「楕はどれだけ長くできるか」に関する発表   
7   01／18   「磁気をとり込む石ころ」に関する発表   
8   01／26   「電線の烏は感電しないのか」に関する発表   
9   02／01   「使い捨てカイロのしくみ」に関する発表   
10   02／08   「阪神大震災の教訓」に関する発表   
02／15   「振動と応答」に関する発表   




札野寛子・深澤のぞみ・能波由佳   
『科学技術基礎日本語留学生・技術研修生のための使える日本語一読解編－』，金沢   
工業大学，2000年。  
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金沢大学苗字牛センター紀要 弟4号  
付録7   
≡iF芋こ、・こ＝l．、鵬   
1。講義の概要・目標   
日韓共同理工系コースの予備教育の目的に適うように，留学生が大学一般教育課程の数学の科  
目に無理なく順応していくことが出来るように授業を行うっ   
高等学校までに学んできた数学を確認しながら大字基礎課程の数学の苺礎的部分を解説する。  
内容は微分模分学と線形代数の糾歩であるが，以Lの目的から計算問題のみならず，基本的な定  
理の証明も行う積りである〕   
以下に授業の内容を示すが，確定したものではなく学生の学力に応じて．必要な変更が行われ  
る可能性がある。  
2．授業の内容   









3．債 分  
不定積分・定積分の計算練習を中心に，積分に関する平均値の定理などの基本的な定  
理の解説，証明を行う。余裕があれぼ広義積分についても言及することにする。   








3．使用教科書・参考書など   
矢野健太郎：微分積分学（裳華房）   
矢野健太郎・石原繁：線形代数要論（裳華房）  
テキストとしては上記2冊の必要な部分をコピーして用いる。  
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担当：深沢 塔－ （toichi＠nept11ne．kamazaⅥrかit．acjp）   
回数   月日   内  容   
10／18  プレースメントテスト   
ワ   10／25  運動の法則   
√1 J   11／1  運動量の保存   
4   11／15  仕事と力学的エネルギー   
5   11／22  物体の運動   
6   11／29  熱と気体分子の運動   
7   12／6  波の性質   
S   12／13  音波   
9   12／20  光波   
10   1／17  電場   
1／24  電流と磁場   
12   1／31  電磁誘導と電磁波   
13   2／7  電子と光   
14   2／14  原子と原子核   
15   2／21  最終テスト   
ただし，学生のレベル，必要とする能力，要求事項，などに応じて，適宜変更する。  
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（佐藤富士雄）   
回数  日程   内 容   詳  細   テスト   宿  題   
自己紹介，テキスト配  
1回  11月9日  導入  布と説明，シラバスの  
説明，宿題の説明など  
2回  11月16日  物質の構成I  テキスト18P～31P  内需の復習と小課題   
3回  11月30日  物質の構成ⅠⅠ  テキスト32P～41P  内杏の復習と小課題   
4回  12月7日  物質の状態1  テキスト42P～51P  復習テスト  内容の復習と小課題   
5回  12月14日  物質の状態ⅠⅠ  テキスト52P～61P  内容の復習と小課題   
6回  1月11日  物質の変化Ⅰ  テキスト62P～69P  復習テスト   内容の復習と小課題   
7回  1月18日  物質の変化ⅠⅠ  テキスト70P～79P  内呑の復習と小課題   
8回  1月25日  物質の変化Ⅲ  テキスト80P～91P  内容の復習と小課題   
9回  2月1日  無機化台物  テキスト92P～139P  復習テスト  内容の復習と小課題   
10回  2日8日  有機化合物  テキスト140P～177P  内容の復習と小課題   
11回  2月15日  応用化学   テキスト178P～191P  内容の復習と小課題   
として，物理化学的な計  
12回  2月22日  まとめと試験   
物の性質についてのテス  
トを実施予定。   
使用テキスト   
数研出版 フォトサイエンス 化学図鑑   
75三∃円  
参考テキスト   
講談社 元素111の新知識   
1，000円  
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